
地球環境に学ぶ  ２０１９年活動報告         ところざわ倶楽部 

８月度 「原発問題みんなでトーク」アンケートまとめ 

2019.8.14 地球環境に学ぶサークル 中島峯生 記 

開催日時：2019.8.６（火）14:00～16:00 

場  所：新所沢公民館 学習室５・６号室 

アンケート集計結果 

参加者：４４名、アンケート回収数 ３５ 

設 問 項目 数 項目 数 項目 数 

1 参加して 良かった ３３ 普通 ２ 良くなかった ０ 

2 話合い場 今後もほしい ３２ どちらとも言えない ３ 必要ない ０ 

3 難易度 難しい ２１ 普通 １３ やさしい ０ 

4 進め方 良い ２７ 普通 ８ 悪い ０ 

5 説明内容 分かり易い １２ 普通 ２１ 分かり難い ２ 

6 原発問題  理解できた ２０ 何とも言えない ６ 益々むかしい ９ 

7 原発 廃炉にする ３１ 再稼働 ０ 分からない ２他２ 

意見及び感想 

① とても勉強になった。 

② 行政の意思決定と情報不足が廃炉に支障をきたしていることが分かった。今後具体的行動が必要と

思う。 

③ 原発廃炉の世論を大いにつくりあげてゆくこと。 

④ 基本的には経済発展至上主義を止める、県議会に抗議してはどうか。 

⑤ もっと多くの市民を巻き込んでトークをしたいですね。無関心層を無くそう！若い人を巻き込も

う！ 

⑥・もっと時間がほしいと思った。 

 ・今回はみんなでトークという自由に発言出来る会だった様ですが、テーマを２，3 個は決めておい

た方が良いと思う。 

 ・だから具体的にどうすればよいのか、というところまでたどり着けたらよいです。まずは電気を切

り替えよう、省エネなど。 

 ・次回の題目は「ドイツエネルギー」として、資料などをしっかり揃えてみたらどうか。 

⑦ 皆さんの真摯なご意見を有難うございました。もっとざっくばらんに話せる機会があると良いなと

思います。 

⑧ 出来ない、難しい、高く付く、不便になるなどは前に進めない。情報知識を高めて本当に持続可能

な世界を一歩ずつ具体的に進めて行くべき。 

⑨ 今ある日本を維持しつつ今後の方向を考えるべきだ。いずれにしても核の問題にこれからも長期に

対応しなければならない問題廃炉にするにしても。 

⑩ 今後もこの様なイベントを継続して開いていきたい。 



⑪ 立憲の反原発法？の勉強を 

⑫ 既定の上に立った論法が多い、方向に異論ない、正しいと思う。だが、反対の論客も呼ぶべきであ

る。ようするに、バランスを（非常に良い目で考えて）もったトークでなければならない。経済で

なく、考え方のパラダイムシフトが必要と主張するが、何か自分中心で目先の主張に聞こえる。食

料自給率とかも含め国の存立を考え、外交努力とか含んで将来を見なければならない。最後の方の

意見、ふたつの行動を考えるに賛同する。  

⑬ 地震国日本に原発はいらない。政治はあてに出来ない、市民の手でなくするのにどうすれば良いの

か？ 

⑭ 各人からの意見をどうのように集約するのか。分かり易くしてほしい。 

⑮ やることをすみやかにやることそのひとつは市民電力に即切り替えるべき 

⑯ ところざわ倶楽部内での初めての会だと思います。胸があつくなるようなご意見沢山聞かせて頂き

ありがたかったです。 

⑰ いろいろなご意見があってとても良かった。この様な事を具体的なこととしてところざわ倶楽部の

機関紙に載せては如何ですか。「戦争と平和」の続きとしても良いのではないのですか                

配付資料添付 

１．2019/5/14村田光平氏「原発問題を語る」講演後のアンケート回答集計結果 

２．2019．8.6「原発問題みんなでトーク」資料 

３．冊子「原発とエネルギー問題を考える１２の疑問」ダウンロードできます。 

 http://ene-rev.org/     「eシフト」 

ま と め 

原発という国のエネルギー政策、産業のコスト競争力に関わり、放射能の始末に負えない危険が伴う経

験を東北震災で経験したことを踏まえると難しい問題です。だから様々な意見があり、それを今回の様

な自由に話し合えたことは貴重な経験でした。今回アンケートで得られたデータ、意見は、今後の環境に

関する活動に活かして行きたいと思います。有難うございました。 

以上 
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